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研究成果の概要（和文）：１６世紀にヴィシュヌ教ガウディーヤ派の思想家ルーパ・ゴースワーミーによって著された
『ウッジワラニーラマニ』１４章とジーヴァ・ゴースワーミーによる注釈書『ローチャナローチャニー』の校訂、英訳
を作成した。研究の結果、ルーパが１４世紀カルナータカでシンハブーパーラ２世によって書かれた『ラサールナヴァ
スダーカラ』の影響を多大に受けていることが明らかになった。また、ルーパの思想が１８・１９世紀の後代のガウデ
ィーヤ派思想家に与えた影響を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：For this project, I prepared a critical edition and an English translation of the 
fourteenth chapter of Rupa Gosvami's Ujjvalanilamani and Jiva Goswami's commentary. These Goswamis played 
a significant role as the founding fathers of Gaudiya Vaisnavism, which was an influential tradition in 
early Modern South Asia. As a result of this research, I discovered that Rupa was significantly 
influenced by the Rasarnavasudhakara, a work written by Sinhabhupala II in fourteenth century Karnataka. 
I also further clarified how Rupa and Jiva influenced later Gaudiya thinkers in the eighteenth and 
nineteenth centuries.
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１．研究開始当初の背景 
近年、サンスクリット文献研究の分野で中世
後期・近世（１４〜１８世紀）が注目を浴び
ている。同分野においてはこれまでヴェーダ、
叙事詩、六派哲学関係等、１２世紀以前の作
品が主な研究の対象であった。一方、現代南
アジアを対象とした研究ではほとんどが１
９世紀以降を取り上げる。しかし中世後期・
近世の理解が現代南アジアの理解に不可欠
である事が Sheldon Pollock 等によって指摘
され、そこに焦点を当てた研究が盛んになっ
てきている。主なプロジェクトとしては 
Oxford Early Modern South Asia Project, 
Sanskrit Knowledge Systems on the Eve of 
Colonialism 等が挙げられる。                
 しかし上述のプロジェクトでは南アジア
中世後期・近世において大きな影響力を持っ
たヴィシュヌ教等の宗教に関する作品がほ
とんど取り上げられていない。例えば
Sanskrit Knowledge Systems on the Eve of 
Colonialism では研究対象が文法学、解釈学、
論理学、倫理学、修辞学、占星術、儀式に限
られている。そこで申請者はガウディーヤ派
ヴィシュヌ教の思想家バラデーヴァ・ヴィデ
ィヤーブーシャナ(１８世紀)の著作に焦点を
当てて研究を進めてきた。 
 ガウディーヤ派は１６世紀ベンガル出身
のチャイタンニャが開祖である。彼は神に対
する信者の信仰を、若者に対する乙女の激し
い恋心に類似させて説明した。さらに、乙女
と恋愛対象である若者とは婚外関係にある
と彼は説いた。婚外関係は既婚関係に比べよ
り情熱的であり、信者もそのような情熱を持
って信仰を捧げるべき、と考えたからである。
ここでの情熱とはサンスクリット美学にお
ける美的経験(Rasa)と関係している。チャイ
タンヤの直弟子ルーパがこの思想を体系化
し、学派の思想的基盤を築いた。しかしバラ
デーヴァにとってはこの思想の倫理的側面
が大きな問題であったことがこれまでの研
究で判明した。１８世紀ムガル帝国下にあっ
て最も有力なヒンドゥー王であり、ガウディ
ーヤ派の後援者でもあったジャイ・シン２世
が、イスラーム支配者からの批判、そして民
への倫理的悪影響を恐れ、神への信仰を婚外
関係との類似によって説くことを否定した
からである。この課題の本質を理解する為に
はガウディーヤ派思想の祖であるルーパの
著作に立ち戻り、彼が信仰と倫理の関係につ
いてどう考えていたかを明らかにする必要
があると思い、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は中世後期・近世南アジアにおける
信仰と倫理の緊張関係を理解することを目
的とする。そのため、当時影響力を持った
ガウディーヤ派のルーパ・ゴースワーミー
（１６世紀）に焦点をあて、彼の著作にお
ける信仰と倫理の関係を明らかにする。こ
の課題を１６世紀当時、以前、以後の倫理

観という３つの視点を通して追求する 
 
３．研究の方法 
ガウディーヤ派思想の基盤をなすルーパの
著作に焦点をあて、彼の思想における信仰と
倫理の相関関係を明確にするため、下記の４
項目について研究を実施する：（１）ルーパ
の著作の理解；（２）ルーパの引用する１６
世紀以前の著者、作品の理解；（３）ルーパ
が１６世紀以降に与えた影響の理解；（４）
１６世紀当時のヒンドゥー教、イスラームに
おける倫理観の理解。 
 １年目は『ウッジワラニーラマニ』１４章
と注釈書『ローチャナローチャニー』の校訂、
英訳作成（１）（３）；バラタ、ボージャ、シ
ンハブーパーラの研究（２）を遂行。２年目
はヴィシュヴァナータ・チャクラバルティー
の研究（３）；マヌ法典注釈書、『アフラーケ・
ナーセリー』の研究（４）を遂行する。 
 
４．研究成果 
（１）ルーパの著作の理解  
 
京都大学文学研究科インド古典研究室にお
いて横地優子教授、Diwakar Acharya 准教授, 
Somdev Vasudeva 特定教授の協力を得て、週
一度講読会を開催、（２０１３年１０月〜２
０１４年１月、２０１４年４月〜７月、２０
１４年１０月〜２０１５年１月）、ルーパ・
ゴースワーミー著『ウッジワラニーラマニ』
１４章７１節〜２１０節と同箇所に対する
ジーヴァ・ゴースワーミーによる注釈書『ロ
ーチャナローチャニー』の校訂、英訳を作成
した。 
この研究成果に基づき、以下の国際会議で

の発表を予定している‘Salvation through 
Colorful Emotions: Aesthetics, 
Colorimetry, and Theology in Early Modern 
South Asia’, XXI World Congress of the 
International Association for the History 
of Religions, ２０１５年８月２７日、エル
フルト（ドイツ）。 
また、２０１４年８月７日〜１５日には京

都大学文学研究科インド古典研究室と京都
大学白眉センターの協力を受け the Ninth 
International Intensive Sanskrit Retreat
を開催（北海道上川郡天人峡）、海外の６大
学（オックスフォード大学、ライデン大学、
ハンブルク大学、イェール大学、ハーヴァー
ド大学、 Eötvös Loránd University）、国内
の４大学（日本医療大学、京都大学、広島大
学、九州大学）から計２０名の参加者が集ま
った。この講読会ではテキストの一つとして
『ウッジワラニーラマニ』１章２０節、２１
節とそれに対する注釈書を読み、その結果ル
ーパが婚外説を支持するのに対し、注釈書の
著者であり、ルーパの甥にあたるジーヴァは
既婚説を説いたことが明らかになった。この
発見に関連した学会発表（③④⑦）を行い、
その結果を International Journal of Hindu 



Studies から論文として出版予定である
（ ‘Ethic and Aesthetic in Early Modern 
South Asia: A Controversy surrounding the 
Bhagavata Purana Book X’提出済み、現在
査読の結果待ち）。 
 その他、チャイタンヤとルーパの婚外説に
ついての研究（雑誌論文①）、ルーパの著作
に対する学術的研究の方法論についての論
文（雑誌論文②）を出版した。また２０１４
年２月にダッカ大学（バングラデシュ）を訪
問し、『ウッジワラニーラマニ』と注釈書『ロ
チャナローチャニー』のデジタルコピーを入
手した。 
  
（２）ルーパの引用する１６世紀以前の著者、
作品の理解 
 
『ウッジワラニーラマニ』１４章の研究の結
果、ルーパが１４世紀カルナータカでシンハ
ブーパーラ２世によって書かれた『ラサール
ナヴァスダーカラ』の影響を多大に受けてい
ることが明らかになった。このルーパとシン
ハブーパーラの関係については既存の研究
ではほとんど無視されてきた。そこで両者の
関係性について組織的に考察し論文を以下
の国際学会で発表する予定である。① ‘The 
Karnataka Connection: Sinhabhupala II’s 
Influence on Bengali Vaisnava 
Aesthetics’, 16th World Sanskrit 
Conference, ２０１５年６月２９日、バンコ
ク（タイ）；②同題、12th International 
Conference on Early Modern Literatures 
in North India, ２０１５年７月１９日、ロ
ーザンヌ（スイス）。 
 
（３）ルーパが１６世紀以降に与えた影響の
理解 
 
１８世紀のガウディーヤ派思想家であるバ
ラデーヴァがマドヴァ・ベーダーンタの思想
を使って婚外説を正当化する課程を描いた
博士課程論文を著書、論文として出版した
（図書②、③） 
 ２ ０ １ ５ 年 ２ 月 に Bangla Language 
Institute（ダッカ、バングラデシュ）を訪
問、Shimanta Roy 氏の助けを借りて以下の２
点のベンガル語文献を英訳した。①１８世紀
のガウディーヤ派思想家で既婚説を支持し
たクリシュナデーヴァ・バッターチャールヤ
が関わった公開討論に関する文献；②１９世
紀ガウディーヤ派の思想家バクティヴィノ
ーダ・タークラの『ブラフマサムヒター』に
ついての注釈書。この注釈書においてバクテ
ィヴィノーダは婚外説と既婚説の折衷を試
みている。 
 これらの文献の分析の結果を２０１５年
３月の国際学会で発表（学会発表①）した。
発表論文は学会プロシーディングの一部と
して Routledge Hindu Studies Series から
２０１６年に出版される予定である。また同

論文を２０１５年１２月に開催される国際
ベンガル学会（東京外語大学、東京都府中市）
で発表する予定である。 
 
（４）１６世紀当時のヒンドゥー教、イスラ
ームにおける倫理観の理解。 
 
近世南アジアにおけるヒンドゥー教徒とム
スリムの関係についての考察を発表（学会発
表⑥）。またベネツィア大学の Stefano Pello
教授の協力のもと、現在ペルシア語文献にお
いて婚外説が否定的に見られていたかどう
か調査中である。 
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